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七宝台自治会館 
１３ (火)・２７火) 

14:00～14:40 

豊園荘 
１４(水)・２８水) 

9:20～10:00 

船木小学校 
１４(水)・２８水) 

10:20～11:00 

 

 
 

 

                   
  

１日(木) 連合自治会 定例会 

4日(日) 船木の自然を守る会 活動日 

５日(月)  こどもの日（休館日） 

8日(木) 
第1回公民館運営審議会 

長寿会 定例会 

9日(金) 民生児童委員会 定例会 

10日(土) 
交通安全協会 定例会 

楽SPO船木運営委員会 

12日(月) CAP(子どもへの暴力防止)講習会 

13日(火) 

自治会女性部 定例会 

社会福祉協議会 役員会 

少年補導委員会 定例会 

14日(水) かぶとっ子見守り隊対面式 

17日(土) 
運動会準備 17：00～ 

青少年健全育成会 総会 

18日(日) 船木校区住民大運動会 

19日(月) 消防訓練 

22日(木) 池田池まちづくり実行委員会 

24日(土) 青少年健全育成会 定例会 

29日(木) 社会福祉協議会 事業部会 

6月1日 連合自治会長会 

  1日 船木の自然を守る会活動日 

 

上のイラストは、郷土出身（八尾市在住）の

漫画家 篠原とおる先生の寄稿作品です。 

 

日程 ５月 7 日（水）14:55～小中 P・青 

１４日（水）14:45 ～全員 

  （児童と見守り隊との対面式） 

２１日（水）14:55 ～社・自・シ 

２８日（水）14:55 ～長・女・交・シ 

 

 

平成２６年度役員は次のとおりです。よろしくお願いします。 

会    長 星加 勝一 

副 会 長 石川 政久 

〃 谷崎 玉樹 

会    計 濱田  直 

監    査 藤田 正和 

〃 高橋 正夫 

館報編集委員 紙屋 尚邦 

   

 

館 報 

★単位自治会長 

関 鴻上  守 

道    面 鴻上 真壱 

長    野 河野 俊一 

坂 の 下 星加 明正 

上    原 高橋 正夫 

林 下 原 真鍋 真弓 

   

大 久 保 谷崎 玉樹 

林之端団地 星加 勝一 

旭 紙屋 尚邦 

元船木団地 石川 政久 

市  営 戸田洋一郎 

客   谷 濱田  直 

上 池 田 宇野 伸冶 

下 池 田 山中 実弘 

七 宝 台 鈴木 岑生 

みどりケ丘 飯尾 功一 

元 船 木 鴻上 哲郎 

檜 之 端 藤田 正和 

国   領 藤田  潤 

高   祖 村上 憲男 

   

日  時  ５月１8日（日） ８時３０分集合（雨天時は中止） 

場 所  船木小学校グラウンド 

※プログラムは、別途配布します。 

※ラッキー賞の抽選もありますので、当日抽選券をご持参ください。 

 

 

日 時  ６月 8 日（日） １０時～１４時 （雨天決行） 

場 所  池田池菖蒲園駐車場 

連絡先  池田池まちづくり実行委員会（船木公民館内 TEL41-6003） 

※当日は、バザーやフリーマーケットが開催され、大久保子ども太鼓台も出場し

ます。みなさん、是非お越しください。 

※バザー出店希望の方は、６月 4 日（水）までに、池田池まちづくり 

実行委員会にご連絡ください。（出店料 無料） 

 

平成 26 年 3 月末日現在 

人 口 7,393 人(-60) 

男  3,483 人(-9) 

女  3,910 人(-51) 

世帯数 3,291 世帯(＋3) 

（H25.3 と比較） 
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☆船木サッカースクール 

新年度に向けて新入部員、募集中です！興味のある方は火・

木・金の夕方 5 時～7 時と土の午後 1：30～4 時に小学校グラ

ウンドで練習していますのでぜひ見学に来てください。 

☆船木パイレーツ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆楽 SPO 船木（船木小体育館 19：00～21：30） 

  カローリング    2 日・8 日・１６日・22 日・30 日 

バドミントン        9 日・２３日  
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初めまして。平成 26 年 4 月 1 日より、

主事補に就任しました、大垣 直美 です。

何事も初めてですが、少しでも地域の力に

なれる様頑張ります。よろしくお願いいた

します。 

 

           民生児童委員協議会 

             船木校区会長 岡田照郎 

下記 16 名が今後３年間の船木校区民生児童委員です。 

 地域の皆様方の生活上の相談にのり、必要により行政担当部

門との調整を行う等、自立した日常生活へのお手伝いをしてい

ます。よろしくお願いします。 

 

  

 

日 時  ５月１9 日（月） ９時 5０分集合 

１０時～11 時 

場 所  船木公民館・船木公民館北駐車場 

（雨天時は、船木公民館内にて） 

内  容  避難訓練・消火訓練（天ぷら火災・油火災） 

消火器の取り扱い 

 ※消火器の詰め替えも受付します。 
詰め替え費用は、10 型サイズで 3,500 円です。 

状態によっては、詰め替え不可。 
廃棄費は、1 本 1,000 円です。（買い換えの場合は、無料） 
作業時間は、約 30 分です。 

※消火器の新品購入の場合 
 1 本 6,000 円です.（廃棄、引取り料込み    鈴木防災）  

 

 

 

 

 船木ﾊﾟｲﾚｰﾂが、新居浜市ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰ

ﾂ普及事業特別ｽﾎﾟｰﾂ賞、 

今井一仁監督が、新居浜市優秀指導

者賞を受賞しました。 

随時、新入部員募集中です。気楽に

体験・見学に来てください。みんなで、

白球を追いかけてみませんか・・待っ

てま～す。 保護者の当番は今年から

ありません。・・・・ 

  

             少年補導委員協議会船木支部  

少年補導委員は青少年センターの運営方針に基づき、少年非

行防止を目的に“見せる補導”として、毎月４～６回校区内の

パトロールを実施しています。また、青少年健全育成や相談活

動を行い、子どもたちが明るく育つ地域づくりに努めています。 

 青少年の問題行動は、大人社会の反映であることを認識し、

地域の方々、関係機関、団体が協力して、青少年を非行から守

り、健全に育てていかなければなりません。地域の方々のご協

力をお願いいたします。 

 4 月 1 日付けで市長から、少年補導委員１２名が委嘱されま

したので紹介いたします。 

 

・藤田 正和（檜之端）   ・河野 洋子（高祖） 

・田坂 岳人（国領）     ・鈴木 順子（下池田） 

・吉田  功 （元船木）  ・菊池 久子（七宝台） 

・本田 清正（高祖）   ・柳井 千鶴子（七宝台） 

・宇野  豊 （久保原）    ・山片 弘美（元船木団地） 

・塩崎 隆盛（元船木）   ・稲田 陽子（林之端団地） 

    

 退任 矢野 清（下池田）  

今回、退任されることになりました矢野様には、長い間 

大変お世話になり誠にありがとうございました。 

 

鴻上 守    長川、関の戸、道面  石川恭子 元船木 北１部除く 

佐々木つや子 大久保、上原 藤田玲子 桧の端 

神野一生  長野、坂の下 鎌倉ヤスコ 国領 

小川美枝  上池田、下池田1 組東北 本田隆明 高祖 

鴻上法子 下池田1 組東北を除く 浅井憲子 七宝台東、みどりｹ丘 

和田 正  林下原、旭、林の端団地 曽根正夫  七宝台 中・西 

岡田照郎 元船木団地、市営住宅 安葉誠司 主任児童委員 

野口敏子 客谷、元船木北 1 部 河野洋子 主任児童委員 

 

韓国料理教室 

「母から受け継いだ韓国の家庭料理」を学びます。 
 メニュー：海鮮チジミ ・プゴク（干だらのスープ）・ナムル 
本格的な韓国料理をに習ってみましょう！ 

日  時  5 月２0 日(火) 10:00 ～13:00  

場 所  公民館調理室・和室 

講 師  申 宝城先生 

参加費  800 円 

締 切  先着１2 人（公民館まで） 

ふるさと探訪講座 

船木校区には、数々の貴重な郷土遺産が残されています。

その史跡を探訪してみませんか！４回シリーズで企画しま

す。第 1回目は、桧の端・国領・高祖・種子川方面を歩きます。 

ウォーキングとして楽しむもよし、歴史を紐解くもよし、

いろいろな形で集まってみませんか！ 

日  時  5 月 23 日(金) 9:00 ～12:00  

場 所  公民館集合（参加希望者は公民館まで連絡ください） 

締 切  5 月 20 日 

糸山公園より来島海峡大橋をウォーキングします。 

 来島海峡大橋は、大島と今治の間全長 4,105ｍの来島海峡

に架かる世界初の 3 連吊橋です。橋上からは、瀬戸内海国立

公園の景勝地として有名な来島海峡の眺めが楽しめます。 

日  時  5 月２6 日(月) 9:00 ～16:00  

場 所  公民館集合（8：50）先着 23 名（公民館まで） 

参加費  2,200 円（昼食代) 
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館 報 

第２部 

☆着任のご挨拶 

☆転任のご挨拶 

☆船木の自然を守る会 

のご紹介 

 

本
年
度
、
船
木
小
学
校
は
児
童
数
三
百
六
十

七
名
、
教
職
員
数
四
十
三
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
全
教

職
員
で
一
丸
と
な
っ
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
、

今
後
共
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

       

 

着
任
の
ご
挨
拶 

 

船
木
小
学
校 
校
長 

長
瀨 

陽
子 

 

        

私
は
、
こ
れ
ま
で
二
年
間
、
船
木
小
学
校
で
教
頭

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
二
年
間
で
し
た
。
そ
の
間
、
船
木
校
区
の
皆

様
に
は
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

船
木
校
区
は
池
田
の
池
を
始
め
、
市
民
の
森
や
兜

山
等
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
移
り

変
わ
り
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
地
域
で

す
。
ま
た
、
太
鼓
祭
り
や
兜
踊
り
等
の
よ
き
伝
統
も

代
々
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
民

館
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
も
大
変
盛
ん
で

地
域
で
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
す
て
き
な
船
木
校
区
に
あ
る
船
木
小

学
校
が
、
私
は
大
好
き
で
す
。
ま
た
、
校
長
と
し
て

船
木
小
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す 

 

三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

前
船
木
小
学
校 

校
長 

桒
田 

英
治 

  

こ
の
度
、
三
月
末
を
も
っ
て
定
年
退
職
い

た
し
ま
し
た
。
在
職
中
は
公
私
に
わ
た
り
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
に
わ
た

り
、
素
直
で
明
る
い
船
木
小
学
校
児
童
や
、

地
域
に
誇
り
を
持
っ
た
船
木
の
皆
様
と
交
流

を
持
て
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
と
公
民
館
を
は
じ
め
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
楽
し
く
話
が
で
き
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
は
、
児
童
た
ち
を
「
船
木
の
宝
だ
。」

と
言
っ
て
見
守
り
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
学
習
の
た
め
に
と
、
米
作
り
・
し

め
縄
作
り
・
昔
の
遊
び
体
験
・
船
木
の
歴
史

学
習
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
々
の
場
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
児
童
は
学

力
も
心
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

あ
た
た
か
く
て
元
気
な
船
木
の
皆
様
に
、

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

 
 
 

元
船
木
保
育
園 

園
長 

村
上
文
子 

 

こ
の
た
び
、
お
世
話
に
な
っ
た
船
木
保
育

園
か
ら
垣
生
保
育
園
に
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
在
籍
中
は
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚

情
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
来
な
ら
皆
様
に
ご
挨
拶
す
べ
き
と
こ
ろ
、

準
備
な
ど
に
追
わ
れ
、
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。 

保
育
園
で
困
っ
た
時
な
ど
、
い
つ
も
地
域

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
頭
が
下
が
る
思 

船
木
保
育
園
に
着
任
す
る
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 

船
木
保
育
園 

園
長 

 

赤
木
洋
子 

 

       え
っ
て
、
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
子
は

も
う
中
学
生
・
高
校
生
に
な
っ
て
い
る
は
ず
…
可

愛
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
顔
と
と
も
に
、
保
育
園

を
包
む
保
護
者
や
地
域
の
方
の
温
か
い
ま
な
ざ

し
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
心
温
ま
る
思
い
が
し
ま
し

た
。 社

会
情
勢
や
子
育
て
の
大
変
さ
な
ど
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
。
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
地
域
の
方
の
お

力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
こ
の
船
木
の
子
ど
も
達

が
『
輝
く
笑
顔
』
で
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
職

員
一
同
、
心
を
込
め
て
保
育
に
あ
た
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
方
の
、

今
後
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
保
育
園
へ
の
さ
ら

な
る
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

 

今
年
度
よ
り
、
船
木

小
学
校
の
校
長
を
務

め
ま
す
長
瀨
陽
子
と

申
し
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 船

木
小
学
校 

教
頭 

渡
辺 

務 

  

 
 

      

今
治
城
の
近
く
の
今
治
市
立
城
東
小
学
校

か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
渡
辺
務
で
す
。
学

ぶ
こ
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、
ド
キ
ド
キ

す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

特
に
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
す
。
素
朴
で
人
な

つ
っ
こ
い
船
木
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
や
温

か
い
地
域
の
方
々
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
新
天
地
で
、
よ
り
よ
い
自
分

新
た
な
自
分
を
発
見
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
力
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

い
と
同
時
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

参
加
し
た
夏
祭
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
お
池
を
囲
む

会
、
運
動
会
、
お
餅
つ
き
、
３
人
の
サ
ン
タ
さ
ん

な
ど
・
・
・
た
く
さ
ん
の
思
い
出
は
私
の
宝
物
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

船
木
保
育
園
へ
の

内
示
を
い
た
だ
い
た

時
、
以
前
こ
ち
ら
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
た

時
の
記
憶
が
よ
み
が 
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は
じ
め
ま
し
て 

着
任
の
ご
挨
拶 

船
木
中
学
校 

校
長 

稲
見
武
仁 

着
任
の
ご
挨
拶 

船
木
中
学
校 

教
頭 

河
村 

公
寿 

      

新
た
な
職
務
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち
も
地

域
も
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
新
採
の
頃
に
戻
っ
た

よ
う
な
気
分
で
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

船
木
と
い
え
ば
、
長
年
に
渡
り
陸
上
競
技
に
携

わ
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
特
別
な
校
区
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
に
満
ち
た
船

木
校
区
に
、
更
な
る
新
風
を
吹
き
込
め
る
よ
う
、

稲
見
校
長
の
も
と
日
々
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

北
中
学
校 
校
長 

伊
藤 

彰
人 

こ
の
度
の
異
動
で
、
船
木
中
学
校
か
ら
北
中
学

校
へ
転
任
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
間
の
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
船
木
校
区
の
諸
団
体
、
関

係
機
関
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

船
木
公
民
館
を
中
心
と
し
た
校
区
の
様
々
な

行
事
に
２
年
間
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
度
に
、
船
木
校
区
の
諸
団
体
の
連
携
、

協
力
に
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
心
に
残

っ
て
い
る
の
が
、
校
区
文
化
祭
や
夏
祭
り
の
翌
日

の
清
掃
活
動
で
す
。
朝
の
７
時
過
ぎ
に
次
々
と
関

係
者
、
青
年
団
の
方
々
が
集
ま
り
、
前
日
の
行
事

で
運
動
場
や
周
辺
に
落
ち
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
、
食 

 
 

昨
年
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 今

年
度
、
新
た
に
８０
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

生
徒
計
２
１
８
名
、
教
職
員
２４
名
で
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
様
々
な
学
校
行
事
、
授
業
実
践

な
ど
を
通
し
て
、
本
校
の
教
育
目
標
「
自
ら
学

び
よ
く
考
え
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
船
中
生

の
育
成
」
の
具
現
化
を
図
る
た
め
に
、「
生
徒

の
確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上
」
の
実
現
に
向

け
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

「
時
を
守
り 

場
を
清
め 

礼
を
正
す
」
学

校
づ
く
り
、「
地
域
に
開
か
れ
た
、
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
」
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
、
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

教
育
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。 

 

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
方
、
今
年
度
も
船

木
中
学
校
教
育
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

 

こ
の
た
び
の
人

事
異
動
で
、
船
木

中
学
校
の
教
頭
か

ら
、
昇
任
校
長
と

し
て
赴
任
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 

船
木
の
自
然
を
守
る
会 

  
 
 
 
 
 
 

代
表 

 

神
野 

重
信 

  

緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
船
木
、
き
れ
い
な
船
木
。 

そ
の
自
然
を
守
り
続
け
た
い
と
平
成
十
五
年
十

月
結
成
さ
れ
た
の
が
、
船
木
の
自
然
を
守
る
会
で

す
。 

 

当
初
、
総
勢
十
九
名
（
大
人
十
名
、
中
学
生
五

名
、
小
学
生
四
名
）
で
船
木
校
区
を
東
西
に
貫
通

す
る
高
速
道
路
の
側
道
（
え
ひ
め
学
園
～
三
島
神

社
）
と
、
国
道
十
一
号
線
（
市
民
の
森
～
関
の
戸
）

そ
の
の
り
面
や
高
速
道
路
側
道
脇
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
を
毎
月
定
期
的
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末
で
一
旦
活
動
を

閉
じ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
四
年
二
月
に
再
結
成
し
、
高
速
道
路

の
側
道
（
新
居
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
三
島
神

社
）
間
の
清
掃
活
動
を
少
人
数
で
再
開
し
ま
し
た
。 

 
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
自
動
車
の
タ
イ

ヤ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
、
小
型
テ
レ
ビ
等
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
市
役
所
に
お
願
い
し
て
引
き
取
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
ゴ
ミ
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
し
、
作
業
が
完
了
し
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
角
野

中
学
校
か
ら
、
昇
任

教
頭
と
し
て
赴
任

し
て
参
り
ま
し
た
。 

べ
か
す
等
を
拾
い
集
め
、
会
場
と
な
っ
た
船
木
小

学
校
を
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
る
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
方
々
に
船
木
中
学
校
も

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

船
木
校
区
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
転
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

市民の森～関の戸間、あいロードの清掃活動を行っている 

会員さん。 

 

清掃活動に大人と一緒に参加された小・中学生の会員さん。 


